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細胞検査部門

Ⅰ.はじめに
　細胞検査部門では、近年、細胞検査における細胞診断
力の標準化を目的とした精度管理調査を実施してきた。
本年度は、日常業務において鑑別が重要となる症例を中
心にフォトサーベイ形式にて出題した。

Ⅱ.対象項目
　フォトサーベイ

Ⅲ.設問について
　評価対象設問として10症例を出題し、推定病変（推定
される組織像）について評価を行った。

Ⅳ.参加施設数について
　54施設であった。

Ⅹ.評価基準
　設問1～10の推定病変（推定される組織像）について
正解を評価A、不正解を評価Dと設定した。

Ⅵ.調査結果
　設問1～10の推定病変（推定される組織像）について
正解と正解率を示す。

精度管理事業部員：柚木　浩良
（公立陶生病院　TEL：0561-86-0567）

Ⅶ.解説
【設問1】（写真1-1、1-2）
年齢：80歳代
性別：女性
検体：子宮膣部擦過
標本作製方法：直接塗抹法
臨床所見：掻痒感

ａ．多核組織球    　 ｂ．修復細胞
ｃ．クラミジア感染細胞　　ｄ．ヘルペス感染細胞
ｅ．腺癌

［正解］　ｄ．ヘルペス感染細胞

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100
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評価基準

表2：正解と正解率

写真1-1（Papanicolaou染色）

写真1-2（Papanicolaou染色）

図 1：写 真 1-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 2：写 真 1-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 3：写 真 2-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：写 真 2-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 5：写 真 3-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 6：写 真 3-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：写 真 1-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 2：写 真 1-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 3：写 真 2-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：写 真 2-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 5：写 真 3-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 6：写 真 3-2 （Papan ico laou 染 色 ） 
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　炎症性背景に巨大な多核細胞、単核細胞が出現してお
り、多核細胞では核の圧排像が観察される。核内構造は
無構造で、すりガラス様の核を呈している。また、核縁
へのクロマチン凝集を認める。以上の所見よりヘルペス
感染細胞と判断できる。
　Herpes simplex virusにはⅠ型とⅡ型があり、Ⅰ型は
口の周りや顔面などの上半身に発症することが多く、Ⅱ
型は性器や下肢など主に下半身に症状が出現する。この
うち、口の周辺にできるものを「口唇ヘルペス」、性器
周辺にできるものを「性器ヘルペス」と呼んでいる。今
回の症例は、高齢による免疫力低下でヘルペス感染の再
燃と考えられる。
　鑑別として腺癌が挙げられるが、核小体は目立たず、
クロマチンは微細顆粒状を呈していないことから否定で
きる。

【設問2】（写真2-1、2-2）
年齢：40歳代
性別：女性
検体：子宮膣部擦過
標本作製方法：直接塗抹法
臨床所見：検診

　ａ．扁平化生細胞  ｂ．修復細胞
 ｃ．頸管腺細胞 　 ｄ．扁平上皮癌
 ｅ．腺癌

［正解］　ｃ．頸管腺細胞

　きれいな背景にシート状で蜂の巣状構造を示す集塊を
認める。細胞質にはピンク色の粘液を有する。核は円形
～類円形で、粘液に圧迫されてややいびつな形を示すが、
核の腫大や大小不同はなく、極性も保たれ、クロマチン
の増量や核小体の腫大も認めない。以上の所見より頸管
腺細胞と判断できる。
　子宮頚部は、膣部の重層扁平上皮から単層円柱上皮
に移行する。この部分を扁平円柱上皮境界部（squamo-
columnar junction:SCJ）といい、子宮頸癌の発生部位
として重要である。年齢によりSCJの位置は変化する。

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100

 

写真2-1（Papanicolaou染色）

写真2-2（Papanicolaou染色）

図 1：写 真 1-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 2：写 真 1-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 3：写 真 2-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：写 真 2-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 5：写 真 3-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 6：写 真 3-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：写 真 1-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 2：写 真 1-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 3：写 真 2-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：写 真 2-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 5：写 真 3-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 6：写 真 3-2 （Papan ico laou 染 色 ） 
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【設問3】（写真3-1、3-2）
年齢：50歳代
性別：女性
検体：子宮内膜擦過
標本作製方法：直接塗抹法
臨床所見：不正性器出血

ａ．分泌期内膜   　ｂ．増殖期内膜
ｃ．子宮内膜増殖症 　　ｄ．類内膜腺癌
ｅ．大腸癌の転移

［正解］　ｂ．増殖期内膜

　きれいな背景に、結合性の強い子宮内膜細胞の集塊を
認める。核の腫大や大小不同はなく、極性も保たれ、ク
ロマチンの増量や核小体の腫大も認めない。核密度が高
いが、不整重積や核の突出像などもない。以上の所見よ
り増殖期内膜と判断できる。
　鑑別として分泌期内膜が挙げられるが、分泌期内膜は
シート状の細胞集塊で細胞質は広く、泡沫状を呈する。
増殖期内膜の腺腔は狭く、形状は直線的であるのに比べ、
分泌期内膜では腺腔は拡張し、形状は迂曲が目立ってく
る。分泌期初期の腺管には核下空胞も観察される。

　子宮内膜増殖症とするには、大型の拡張集塊や分岐集
塊を認めず、クロマチンの増量や核の重積も観察されな
い。また、類内膜腺癌とするには背景に壊死を認めず細
胞のほつれもない。細胞異型も弱く核小体も目立たない
ことからも否定できる。

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100

 

写真3-1（Papanicolaou染色）

写真3-2（Papanicolaou染色）

図 1：写 真 1-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 2：写 真 1-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 3：写 真 2-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：写 真 2-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 5：写 真 3-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 6：写 真 3-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：写 真 1-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 2：写 真 1-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 3：写 真 2-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：写 真 2-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 5：写 真 3-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 6：写 真 3-2 （Papan ico laou 染 色 ） 
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【設問4】（写真4-1、4-2）
年齢：50歳代
性別：男性
検体：肺腫瘍捺印
臨床所見：胸部異常影

ａ．再生上皮細胞  　ｂ．腺癌
ｃ．扁平上皮癌  　　ｄ．カルチノイド腫瘍
ｅ．硬化性肺胞上皮腫

［正解］　ｄ．カルチノイド腫瘍

　比較的きれいな背景に、腫瘍細胞が散在性もしくは結
合性が疎なシート状集塊で出現している。細胞質はライ
トグリーンに淡染し、顆粒状、レース状である。核は円
形～類円形で、大小不同は軽度である。クロマチンは粗
顆粒状と細顆粒状が混在し、特徴的なsalt and pepper
状を呈している。ロゼット様配列も認める。以上の所見
よりカルチノイド腫瘍と判断できる。
　カルチノイド腫瘍は、低ないし中間悪性度の上皮性神
経内分泌腫瘍である。40～50歳代の女性に多く、主な症
状は咳や血痰、気管支閉塞であるが約半数は偶然に画像

検査で発見される。組織学的には壊死の有無と核分裂像
の数により定型カルチノイドと異型カルチノイドに分け
られるが、細胞診での鑑別は困難なことがある。

写真4-1（Papanicolaou染色）

写真4-2（Papanicolaou染色）

図 7：写 真 4-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 8：写 真 4-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 9：写 真 5-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10：写 真 5-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 11：写 真 6-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 12：写 真 6-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7：写 真 4-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 8：写 真 4-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 9：写 真 5-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10：写 真 5-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 11：写 真 6-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 12：写 真 6-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100

 



細
胞
検
査
部
門

200 2019年度　愛知県臨床検査精度管理調査

【設問5】（写真5-1、5-2）
年齢：50歳代
性別：男性
検体：肺腫瘍捺印
臨床所見：胸部異常影

ａ．再生上皮細胞　　ｂ．サルコイドーシス
ｃ．結核　　　　　　ｄ．扁平上皮癌
ｅ．多形癌

［正解］　ｅ．多形癌

　壊死性背景に大型細胞を含む結合性の緩い平面的な細
胞集塊を認める。腫瘍細胞は紡錘形細胞、多核細胞、巨
細胞と多形性に富んでいる。細胞質はライトグリーンに
染まり、核形不整（脳回状など）、核の大小不同が著し
く、クロマチンは顆粒状～粗顆粒状で増量し、明瞭な核
小体を1～数個認める。以上の所見より多形癌と判断で
きる。
　多形癌とは、紡錘形細胞あるいは巨細胞を含む扁平上
皮癌、腺癌、未分化非小細胞癌、あるいは紡錘形細胞と、
巨細胞のみからなる癌である。定義上、紡錘形細胞ある
いは巨細胞の成分は腫瘍全体の10％以上を占めるものと

される。今回の設問では選択肢にはないが、鑑別として
癌肉腫が挙げられる。癌肉腫は、明らかな癌腫とともに、
軟骨、骨、骨格筋、脂肪等の異所性成分からなる肉腫が
混在した悪性腫瘍と定義されている。異所性成分がなく
紡錘形細胞、あるいは巨細胞が腫瘍の10％以上を占める
場合は多形癌とする。予後不良な腫瘍のため早期な診断
が望まれる。

写真5-1（Papanicolaou染色）

写真5-2（Papanicolaou染色）

図 7：写 真 4-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 8：写 真 4-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 9：写 真 5-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10：写 真 5-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 11：写 真 6-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 12：写 真 6-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7：写 真 4-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 8：写 真 4-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 9：写 真 5-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10：写 真 5-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 11：写 真 6-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 12：写 真 6-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100
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【設問6】（写真6-1、6-2、6-3）
年齢：30歳代
性別：男性
検体：舌擦過
臨床所見：舌潰瘍

ａ．再生上皮細胞　　ｂ．扁平上皮癌
ｃ．白板症　　　　 ｄ．悪性黒色腫
ｅ．粘表皮癌

［正解］　ｂ．扁平上皮癌

　少量の出血性、壊死性背景を伴って、異型扁平上皮細
胞を認める。オレンジGで光輝性に染色された細胞質を
有する角化型異型扁平上皮細胞は、多形性で奇怪な細胞
質を有する。N/C比は大きく、核は核形不整、大小不同、
クロマチンの増量を呈する。以上の所見より扁平上皮癌
と判断できる。
　鑑別として前癌病変とされている白板症が挙げられる
が、白板症は無核細胞が多数出現し、細胞集塊として出
現することが多く、その結合性は強い。角化細胞の輝度
は目立たず、細胞形態や大きさも整っている。核腫大は
軽度で、クロマチンの増量もないことからも否定できる。

写真6-1（Papanicolaou染色）

写真6-2（Papanicolaou染色）

写真6-3（Papanicolaou染色）

図 7：写 真 4-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 8：写 真 4-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 9：写 真 5-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10：写 真 5-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 11：写 真 6-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 12：写 真 6-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7：写 真 4-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 8：写 真 4-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 9：写 真 5-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10：写 真 5-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 11：写 真 6-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 12：写 真 6-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13：写 真 6-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 14：写 真 7-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 15：写 真 7-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16：写 真 7-3 （Maｙ-Grünwald-Giemsa 染 色 ） 

 

 

図 17：写 真 8-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 18：写 真 8-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100
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【設問7】（写真7-1、7-2、7-3）
年齢：70歳代
性別：女性
検体：甲状腺穿刺吸引
臨床所見：甲状腺腫瘤

ａ．亜急性甲状腺炎　　ｂ．慢性甲状腺炎（橋本病）
ｃ．濾胞性腫瘍　　  ｄ．乳頭癌
e．髄様癌

［正解］　ｃ．濾胞性腫瘍

　血性背景に、小濾胞状構造を呈した平面的な集塊を認
める。細胞のN/C比は小さく、核は中心性ないし偏在性
で、クロマチンは微細顆粒状で核小体も目立つ。細胞質
は好酸性顆粒状で広い。以上の所見より濾胞性腫瘍と判
断できる。
　慢性甲状腺炎（橋本病）でも好酸性細胞質の大型細胞
が出現するが、クロマチンは変性が強く、背景にリンパ
球を認める。亜急性甲状腺炎では背景に炎症細胞が多く
出現し、多核巨細胞が観察される。乳頭癌では核溝や核
内細胞質封入体がみられる。また髄様癌では濾胞状構造
はみられず、細胞境界は不明瞭で、細胞形では突起状を
呈することから否定できる。

写真7-1（Papanicolaou染色）

写真7-2（Papanicolaou染色）

写真7-3（Maｙ-Grünwald-Giemsa染色）

図 13：写 真 6-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 14：写 真 7-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 15：写 真 7-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16：写 真 7-3 （Maｙ-Grünwald-Giemsa 染 色 ） 

 

 

図 17：写 真 8-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 18：写 真 8-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13：写 真 6-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 14：写 真 7-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 15：写 真 7-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16：写 真 7-3 （Maｙ-Grünwald-Giemsa 染 色 ） 

 

 

図 17：写 真 8-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 18：写 真 8-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13：写 真 6-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 14：写 真 7-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 15：写 真 7-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16：写 真 7-3 （Maｙ-Grünwald-Giemsa 染 色 ） 

 

 

図 17：写 真 8-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 18：写 真 8-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100
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【設問8】（写真8-1、8-2、8-3、8-4）
年齢：60歳代
性別：女性
検体：乳腺穿刺吸引
臨床所見：乳腺腫瘤

ａ．乳管内乳頭腫　　ｂ．乳管腺腫
ｃ．乳管癌　　　　　ｄ．小葉癌
ｅ．葉状腫瘍

［正解］　ｅ．葉状腫瘍

　きれいな背景に、結合性の強い乳管上皮細胞の集塊と
間質細胞の集塊を認める。乳管上皮細胞は、核の腫大や
大小不同はなく極性も保たれ、クロマチンの増量や核小
体の腫大も認めない。集塊周囲には筋上皮細胞も観察さ
れる。間質細胞は核密度が高く、核は楕円形あるいは類
円形で、紡錘形の細胞質を呈する。以上の所見より葉状
腫瘍と判断できる。
　良性葉状腫瘍は線維腺腫にほぼ類似するが、若干間質
細胞の増生が目立つことや、泡沫細胞が認められること
が多い。ただし、細胞診では両者の明確な鑑別は困難で
ある。
　葉状腫瘍には良性、境界病変、悪性の3つの亜型があ
るが、良性のものが最も多い。悪性度は間質細胞の密
度、細胞異型、核分裂像の数、周囲への浸潤傾向、間
質の一方的増殖等を総合的に判断する。病理形態とと
もに、3㎝を超える腫瘤や、急速増大は本腫瘍を疑う手
がかりになる。腫瘍切除後の再発率が高く、再発を繰り
返すたびに悪性度が進むこともあるので注意を要する。

写真8-1（Papanicolaou染色）

写真8-2（Papanicolaou染色）

写真8-3（Papanicolaou染色）

写真8-4（Papanicolaou染色）

図 13：写 真 6-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 14：写 真 7-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 15：写 真 7-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16：写 真 7-3 （Maｙ-Grünwald-Giemsa 染 色 ） 

 

 

図 17：写 真 8-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 18：写 真 8-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13：写 真 6-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 14：写 真 7-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 15：写 真 7-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16：写 真 7-3 （Maｙ-Grünwald-Giemsa 染 色 ） 

 

 

図 17：写 真 8-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 18：写 真 8-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19：写 真 8-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 20：写 真 8-4 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 21：写 真 9-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22：写 真 9-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 23：写 真 10-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 24：写 真 10-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19：写 真 8-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 20：写 真 8-4 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 21：写 真 9-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22：写 真 9-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 23：写 真 10-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 24：写 真 10-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100
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【設問9】（写真9-1、9-2）
年齢：80歳代
性別：男性
検体：自然尿
臨床所見：血尿

ａ．腎尿細管上皮細胞	 ｂ．再生尿路上皮細胞
ｃ．decoy細胞	 ｄ．尿路上皮癌
ｅ．扁平上皮癌

［正解］　ｄ．尿路上皮癌
　
　壊死様変性物質を伴う血性背景に、断片化した変性細
胞と異型細胞を孤立散在性に認める。異型細胞は細胞、
核ともに大型で、大小不同、核の偏在性、核形不整を認
める。クロマチンは粗～細顆粒状を示し、明瞭な核小体
を呈する。以上の所見より尿路上皮癌と判断できる。
　鑑別としてdecoy細胞が挙げられるが、decoy細胞は
大型で、核は濃染し、悪性細胞の所見と類似している。
しかし、核形不整は認めず、クロマチンは融解状（すり
ガラス状）であるため癌細胞との鑑別は可能である。

【設問10】（写真10-1、10-2）
年齢：70歳代
性別：女性
検体：脳腫瘍捺印
臨床所見：片麻痺

ａ．星細胞腫　　 ｂ．膠芽腫
ｃ．神経鞘腫   ｄ．髄膜腫
ｅ．転移性腺癌

［正解］　ｄ．髄膜腫

　紡錘形細胞がシート状ないし束状に出現している。核
は楕円形から紡錘形と多彩で、クロマチンは粗顆粒状で
核小体は目立たない。髄膜腫に特徴的な渦巻き状構造を
認める。以上の所見より髄膜腫と判断できる。
　鑑別として神経鞘腫が挙げられるが、神経鞘腫はシー
ト状から集塊状に出現し、明確な渦巻き状構造はみられ
ない。星細胞腫では細長い細胞突起がみられ、繊細で柔
らかい突起物が認められる。膠芽腫や転移性腺癌では核
異型があることから否定できる。

写真9-1（Papanicolaou染色） 写真10-1（Papanicolaou染色）

写真9-2（Papanicolaou染色） 写真10-2（Papanicolaou染色）

図 19：写 真 8-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 20：写 真 8-4 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 21：写 真 9-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22：写 真 9-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 23：写 真 10-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 24：写 真 10-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19：写 真 8-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 20：写 真 8-4 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 21：写 真 9-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22：写 真 9-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 23：写 真 10-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 24：写 真 10-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19：写 真 8-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 20：写 真 8-4 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 21：写 真 9-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22：写 真 9-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 23：写 真 10-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 24：写 真 10-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19：写 真 8-3 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 20：写 真 8-4 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 21：写 真 9-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22：写 真 9-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 23：写 真 10-1 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

図 24：写 真 10-2 （Papan ico laou 染 色 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1：評 価 基 準  

評 価 A 正 解  
「 基 準 」 を 満 た し 、 極 め て 優

れている 

評 価 D 不 正 解  
「 基 準 」 か ら 極 め て 大 き く 逸

脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 
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設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  
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表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 
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表 8：【タイトル不 要 】 
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表 9：【タイトル不 要 】 
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 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 
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 回 答 施 設 数  回 答 率 % 
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表 1：評 価 基 準  
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脱 し、早 急 な改 善 が必 要  

 

表 2：正 解 と正 解 率  

  正正 解解   正正 解解 率率   

設設 問問 １１  （d） ヘルペス感 染 細 胞  100% 

設設 問問 ２２  （ｃ） 頸 管 腺 細 胞  100% 

設設 問問 ３３  （b） 増 殖 期 内 膜  94.4% 

設設 問問 ４４  （ｄ） カルチノイド腫 瘍  100% 

設設 問問 ５５  （e） 多 形 癌  100% 

設設 問問 ６６  （ｂ） 扁 平 上 皮 癌  100% 

設設 問問 ７７  （ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  96.3% 

設設 問問 ８８  （e） 葉 状 腫 瘍  100% 

設設 問問 ９９  （ｄ） 尿 路 上 皮 癌  100% 

設設 問問 1100  （d） 髄 膜 腫  100% 

 

表 3：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） ヘルペス感 染

細 胞  

54 100

 

表 4：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 頸 管 腺 細 胞  54 100

 

表 5：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（a） 分 泌 期 内 膜  3 5 .6

（b） 増 殖 期 内 膜  51 94.4

 

表 6：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） カルチノイド腫

瘍  

54 100

 

表 7：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 多 形 癌  54 100

 

表 8：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｂ） 扁 平 上 皮 癌  54 100

 

表 9：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｃ） 濾 胞 性 腫 瘍  52 96.3

（e） 髄 様 癌  2 3 .7

 

表 10：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（e） 葉 状 腫 瘍  54 100

 

表 11：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（ｄ） 尿 路 上 皮 癌  54 100

 

表 12：【タイトル不 要 】 

 回 答 施 設 数  回 答 率 % 

（d） 髄 膜 腫  54 100

 



細
胞
検
査
部
門

2052019年度　愛知県臨床検査精度管理調査

Ⅷ.まとめ
　今年度の細胞検査部門精度管理調査への参加施設数は、
54施設であった。精度管理調査の目的は、今年度も県内
の細胞診断力を標準化することである。日常業務におい
て鑑別が重要となる基礎的な症例を中心に出題し、推定
病変について回答を求めた。各設問における正解率は、
設問3、7を除き100%であった。不正解回答を認めた設
問でも90%以上と良好な正解率であった。
　適正な細胞診断のためには多くの症例を経験し、細胞
所見を知ることはもとより、新しい標本作製手法等に関
する情報収集を継続していくことが重要である。論文購
読、学会や研修会への積極的な参加等により、一層の精
度向上に努めていただきたい。
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ました愛知医科大学病院 病理診断科 都築豊徳教授に
深謝いたします。
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